
モデルケース１︓４階層での質保証（継続的教育改善活動）と IR からの支援（サンプル） 

階層 
質保証（教育改善）活動 IR からの情報提供 
実施が望まれる 実施している 理想的には提供したい 提供している（する） 

全学 U 

U1︓全学 FD 研修会 
・定例化および実施目的の明確化 
U2︓教育改革を推し進める委員
会や組織による逐次改善 
・下の階層では解決できない課題
の収集と改善の機能がやや弱い。 
U3︓機関別認証評価の受審 
・学部年報とファクトブック、認
証評価関係データ集の統合 
U4︓国⽴⼤学法⼈評価の受審 
・指標モニタリング方法につい
て、U3 と合わせて要検討 
 

u1︓全学 FD 研修会 
・不定期にしか開催できていない。 
u2︓教育改革を推し進める委員会や
組織による逐次改善 
・ほぼ毎月開催し、さまざまな教育
課題について５学部で現状を把握し
改善を図る。 
u3︓機関別認証評価の受審 
・７年以内に１回受審 
・データは受審時に収集。 
u4︓国⽴⼤学法⼈評価の受審 
・４年＋２年で受審。 
・現況調査表などで教育の質につい
ても報告 

IU3・4︓教育の現状を⽰すモニタリン
グ指標のデータ（中期目標・計画指標、
DP 達成度指標等） 
 
 
 

iu1︓FD 研修会に関する資料（内容
はその都度、打合せで決定） 
iu2︓教育課題や今後の将来計画⽴案
のためのデータ 
iu3︓機関別認証評価に必要なデータ 
iu4︓国⽴⼤学法⼈評価に必要なデー
タ 

学部 C 

C1 ︓学部 FD 研修会 
・学部ごとに関心の高いテーマの
研修会（１年ごと→半期ごとにし
たい） 
C2︓学部 FD ワークショップ 
・実践的な教育改善に向けてワー
ク中心の勉強会の要望が来てい
るが未対応（適時） 

c1︓学部 FD 研修会 
・学部ごとに関心の高いテーマの研
修会］（１年ごと）※教授会前後の
時間を使いほぼ全教員が参加。 
 

IC1︓定期的なモニタリング指標を設定
すべき︖ 
IC2︓実践的な教育改善コンテンツ（※
ただし、これは IR の業務の範疇ではな
いので仲介） 

ic1︓FD 研修会に関する資料（内容
はその都度、打合せで決定） 



教育プログラ
ム（学科・コ
ース等）P 

P1︓プログラム・レビュー 
・半期ごとには指標等を使った
DP どおりの⼈材育成が⾏えてい
るかどうかなどのチェック。また
エンハンスメント・プラン（≒改
善計画書）の進⾏状況チェック。 
・３年ごとに⾃⼰点検評価書を作
成し、外部評価を実施。エンハン
スメント・プランの作成。 
・学習成果の直接測定の結果を活
用する。 
P2︓FD ミーティング 5 
・ルーブリックによる評価の検証
と改善に関する議論 

p1︓FD ミーティング１ 
・授業アンケートや成績データを学
科等ごとにとりまとめ、それらをも
とにチームで授業実施について議論
（半年ごと） 
p2︓FD ミーティング２ 
・成績の推移と進路のデータによる
学生の学習成果の把握と改善の為の
議論（p2〜p4 と P5 を１年で１回ず
つ） 
p3︓FD ミーティング３ 
・学生生活実態調査の調査結果から
生活と学びの関係を議論し、生活指
導等に役⽴てる。 
p4︓FD ミーティング４ 
・卒業時・修了時における学習成果
の調査結果（間接測定）からの学び
の実態の把握と対応を議論 

IP1︓指標化された DP 要素、各種学習
成果アセスメント結果（学生の学習成果
把握のための企業への調査結果、卒業生
調査の分析結果等）、CP・AP に関する
指標も設定︖ 
IP2︓ルーブリック（他調査とのデ－タ
結合分析を含む）の運用実態調査 

ip1︓学科等ごとの授業アンケート集
計データと成績データ 
ip2︓学生ごとの成績の推移のデータ
および進路データ 
ip3︓学生生活実態調査の分析結果
（他調査とのデ－タ結合分析を含
む） 
ip4︓卒業時・修了時調査の分析結果
（他調査とのデ－タ結合分析を含
む） 
 

教員 F 

F1︓授業点検結果を活かした相
互レビュー［それぞれの授業点検
結果をもとに他の教員と議論し
てもらい改善へつなげる］（半期
ごと） 

f1︓授業点検 
・改善点の確認、理解度向上、シラ
バスどおりの授業実施などの⾃⼰点
検評価（半期ごと） 

IF1︓他の教員にも授業点検結果が閲覧
できるようにする 
 
 
 

if1︓成績データ、アンケート結果 
 
 
 

 
 
  



モデルケース２－１︓学内にあるデータの整理（サンプル） 

フェイズ 入学 在学 卒業 

データ名 入試成績 出身校 学籍 成績 奨学⾦/授
業料免除 入寮 資格 就職先 

項目 入試区分、得
点 

高校名 
住所、保証⼈情報、
在学月数、ステイ
タス 

科目別得点 
受給、応募の
有無 

入寮の有無 
※収集できて
いない 

企業名、分類コ
ード、職種 

収集・更新サイ
クル １回 １回 随時 学期ごと 学期ごと 学期ごと 随時 １回 

収集部署 入学課 入学課 学務課 学務課 学生生活課 学生生活課 学務課︖ 学生生活課 

収集時期 ４月 ４月  ９月、２月       ４月 

入手の有無 × × △ ○ △ × × ○ 

備考                

 
 
  



モデルケース２－２︓学内で実施している調査の整理（サンプル） 

フェイズ 入学 在学 卒業 

データ名 新入生調査 授業アンケー
ト 

学生生活実態調
査 

学びの実態調
査 

卒業時アンケー
ト 既卒生調査 就職先企業

調査 

項目 

志望動機、志
望順位、イン
プレッション
等 

理解度、満⾜
度、学習時間、
授業技術等 

通学、時間の使い
方、アルバイト、経
済状況、悩みごと 

DP 習得度、満⾜
度 

DP 習得度、満⾜度 DP 習得度 DP 習得度 

対象 新 1 年生 
概ね１教員３
科目から５科
目程度 

新 2 年生〜新４年
生 

新 2 年生〜新４
年生 

４年生、M２生 
※学部ごとに
アドホック実
施 

※まだアドホ
ック 

実施時期 ４月〜５月 学期末 ４月 ４月 ２月〜３月 不定期 不定期 

実施部署 入学課 各学部 学生生活課 学生生活課 学生生活課 
全学教育機
構︖ 

全学教育機
構︖ 

入手 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ 

備考               

 
 
 
 


